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　10月29日， 今年度の研修医
マッチングの結果が発表されまし
た。全国的視野で見ると，大都市
圏である東京，神奈川，埼玉，千葉，
愛知，京都，大阪，兵庫，福岡の
9つの都府県に約6割の研修医が
集中し，残りの研修医を他の38
道県で分け合うという基本的な図
式に変化はありませんでした。ま
た依然として，医学生の数を大幅
に（2000名以上）上回る研修医
の募集定員があり， 医学生側の
“売り手市場” であることも相変わ
らずでした。ひと言で言えば「前
年度までと著変なし」といったと

ころでしょうか。しかしながら，
ここに至るまでの今年度の現場の
道のりは決して平坦ではありませ
んでした。ご存知のように全国的
に深刻な社会問題になっている地
域医療の崩壊に対応すべく，国は
平成22年度からの卒後研修制度
の見直しを行いました。具体的に
は，都市部への研修医の集中を是
正するために，都道府県別に研修
医募集定員の上限を定めたり，研
修プログラムを弾力的に定めるこ
とができるようにしました。研修
科目は，内科，救急，地域医療の
みが必修となり，外科，産婦人科，

小児科，精神科，麻酔科は “選択
必修” として，5科目中2科目を
選んで研修すればよいことになり
ました。しかし，研修修了の基準
である「研修到達目標」に変更は
なく，そのため，たとえば「制度
上は “産婦人科を選択しないこと
も可” となったにもかかわらず，
“出産を経験しなければならない”
という到達目標は残っている」な
どの矛盾が生じ，かつその対応策
は個別の病院の工夫に任されると
いった混乱が生じました。また各
病院ごとの研修医募集定員の認可
もかなり遅れ，8月末までずれ込

みました。新プログラムを策定し
申請する研修病院も，それを審査
する地方厚生局も，そしてもちろ
ん当事者である6年生諸君にも
大きな負担となった今年度のマッ
チングでしたが，蓋を開けてみれ
ば “大山鳴動して，ネズミ一匹”。
本質的には何も変わらず，地域医
療崩壊の課題はそのまま残りまし
た。9月から政権は交代しました
が，今後の研修制度・マッチング
に対する新政権の方針は未だ明確
ではありません。平成23年度へ
の対応策が注目されます。
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基づくマッチング結果について
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【 編集後記 】

原子力防災訓練

「弘大病院からこんにちは。」放送中

第11回「家庭でできる看護ケア教室」開催 この 人
No. 3

遠藤 勝久 さん本院の多方面で働くスタッフを
紹介いたします。

東北厚生局等による立入検査について

附属病院総合消防訓練実施

●●●研修医のひとりごと●●●

２年次研修医　　
五十嵐政美


